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論 旨
近年、市民の科学的リテラシーの低下が問題となっている。環境保護や健康維持に関する情報を
正しく取り入れて活用するためには、市民の科学的リテラシーが一定の水準に維持される必要があ
る。一方で、企業の経営戦略におけるマーケティングとして、情報提供などのコミュニケーション
活動という形態で科学的リテラシー教育が行われることがある。これは、顧客候補に対して購買に
至らしめる目的だけでなく、相互学習状態を維持して消費者の科学的リテラシーを向上させ、より
付加価値の高い製品を購入させることを目的として行われている。本研究では、顧客候補の科学的
リテラシー向上を利用した経営戦略における、情報戦略、教育方法等を考察し、効果的な科学的リ
テラシー教育法の検討を行った。
１．緒 言
日本国民の多くは、科学技術が社会に貢献していると感じており、地球環境や生活面での便利さ
や、安全性、安心感、心の豊かさなどの面において科学技術に大きな期待が寄せられている。一方
で、科学技術の急速な進歩に対して不安を感じる人も多い。今後も発展する科学技術が円滑に社会
に受け入れられ、科学の学習に対する充実感を維持するためには、科学技術の成果を人々に還元す
るとともに、それを分かりやすく発信するなど、科学技術情報の発信者と人々とが対話を進めてい
くことによって、人々の理解と支持を得る必要があり、そのための施策や研究が多く成されてい
る????。
政策的な科学教育の新しい方向性の研究として、埼玉大学の清水は、学力の国際比較から得られ
た問題点と、新学習指導要領における科学教育の方針とを検討し、実践すべき具体的な活動として、
学習意欲の向上に対する活動を挙げている??。また、独立行政法人科学技術振興機構の内丸は、政策
としての科学技術人材育成に関して、日本の科学技術政策は５年計画である科学技術基本計画を
ベースに進められており、第３期計画である現在では、人材育成等に大きく比重が置かれていると
述べている??。横浜国立大学の伊東は、これからの科学教育と創造的科学技術人材育成に関して、初
等中等理科教育に求められる課外について挙げ、教育システム改革の必要性について述べている??。
これらの研究では共通して、国民の学力の国際的な位置づけを把握して特徴を整理し、現在行われ
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ている日本の教育に照らし合わせて、その育成状態と問題点を挙げ、将来の方向性について述べて
いる。
科学技術情報の発信者の育成に関する研究として、関東学院大学の宮下は、理科自然体験学習に
おける学習支援の類型化とその実践による評価に関して、自然体験学習の実施率が低下している中、
理科自然体験学習が教育者の能力向上に寄与するという結果を報告している??。室伏等は、中学生向
け DNA抽出実験を例として多角的に調査を行い、その効果を中学生向け、教員研修、市民向けの３
つの状況からその有効性について考察している??。その結果、実験、テキスト、そしてディベートの
有用性について述べている。また、毎日新聞の元村は、科学コミュニケーター養成プログラムの動
きについてその役割と現状を述べ、国家的に長期的に取り組むことの必要性について述べている??。
一方で、早稲田大学の中村は、アメリカの大学における科学技術コミュニケーター養成カリキュラ
ムの分析に関して、科学技術コミュニケーターの役割と能力について、既に養成経験のあるアメリ
カの６つのプログラムのカリキュラム分析を行い、その養成過程では知識・教養よりも実践的なス
キルが重視されていること、科学技術の素地が必要だとは必ずしも捉えられていないことを明らか
にした??。東京大学の佐倉は、科学技術コミュニケーターの社会的役割と文化論的展望に関して、高
学歴社会の実現と専門家―非専門家関係の変化と知識社会内における科学の位置づけの変化を背景
に挙げ、科学技術コミュニケーターに必要な素養は、科学技術も含めて人類とその社会のあり方に
対する鋭敏で怜悧な感覚と、実り豊かな展望であると結論付けている???。これら科学技術情報の発信
者の育成に関する研究の成果としては、先ず、日本の科学技術政策は現在、人材育成等に大きく比
重が置かれており、その例として科学技術コミュニケーターがあること、次に、科学技術コミュニ
ケーターの養成プログラムが国内外の実践例と比較するなどして進められていること、そして科学
技術コミュニケーターに必要な素養については現在も議論が進行中であり、一定の定義が確立して
いないことが挙げられる。
一般市民向けの科学的リテラシー教育に関して、日本大学大学院の岩村等は、物質科学のリテラ
シーに関して、科学技術リテラシーとして重要なものについて述べている???。また、NHKエデュ
ケーショナルの村松は、テレビの科学番組制作から考える科学的リテラシーとして、科学の専門家
と一般市民の知識のズレを理解し、伝わるコミュニケーションを行いながら視点の転換をさせるこ
とのできる能力を挙げている???。愛知教育大学の吉田は、生活と科学を結ぶ教育の意味に関して、実
感を伴った理解や科学的な思考力の育成を図ることの必要性について述べている???。NPO法人くら
しとバイオプラザ21の佐々は、生活と科学を結ぶ“くらしとバイオ”に関して、市民の科学的リテ
ラシーの向上と定着には、バイオカフェのようなサイエンスコミュニケーションが有効であると述
べている???。旭川市旭山動物園の坂東等は、「動物園はサイエンスコミュニケーションの場となる
か？ ―『Gen’s CAFÉ』の試み」の研究の中で、動物園は、教育・保全・研究といった社会的役割・
機能を持つが、一般にそれらの認知は高くないので、来園者の科学学習に関する自己効力感を改善
することにより、動物園がサイエンスコミュニケーションの場になり得ると述べている???。さらに東
京大学の内田は、「キッチンサイエンス：料理を題材とした科学の興味の喚起」において、生活者か
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ら見た科学という視点からサイエンスコミュニケーション活動を研究し、料理を切り口にした実験
教室が、親子双方の家庭内科学学習にとって有効に働くための要素を検討した???。これらの研究の傾
向として、一般市民向けの科学的リテラシー教育は、市民の現在の生活スタイルに、何らかの教育
機会を付与するというものではなく、現在も獲得しているが科学教育の機会としては認識していな
い科学技術情報に対して、視点の転換を呼びかけていることが挙げられる。しかし、同じく市民の
生活に身近であるにも関わらず、企業の経営戦略に関するマーケティングなどにおいて、情報提供
などのコミュニケーション活動を科学的リテラシー教育と見なして、そこに存在する情報戦略、教
育方法等を考察した研究は少ない。
これらの既往の研究から総合的に考えると、現在の科学的リテラシー教育に関して、次のような
研究が重要であると考えられる。
●人々の科学的リテラシーを把握しているとともに、現在の学校教育への関連性が明確である研究
●科学技術コミュニケーター養成などの人材育成を念頭に置き、その人材に必要な素養について一
定の規範を示すための研究
●市民の生活における身近な情報に対して視点の転換を与え、生活と科学技術の情報とを有機的に
結びつけるための研究
そこで本研究では、科学的リテラシー教育に関する研究のひとつとして、企業の経営活動におけ
る顧客向けの雑誌などの情報提供活動という形態で行われる、科学的リテラシー教育の手法を体系
的に整理することを目的として、マーケティングにおける科学的リテラシー教育に関する研究を
行った。ここでは、先ず研究方法として、現代の日本人が情報誌などを閲覧するときに持っている、
科学的リテラシーの背景を明らかにし、整理すべき情報の構造化を図るために、日本国民の科学技
術に対する理解と意識の醸成に対する政府の取組みと、日本人の科学的リテラシーについて考察し
た。次に、構造化された情報に対する情報整理の結果の事例として、株式会社アクアデザインアマ
ノの発行する『AQUA JOURNAL（アクアジャーナル）』の情報を構造化した。そして、その情報
誌ではマーケティングとして消費者教育が行われていることを仮説として、どのように情報提示が
行われているのか評価・検討し、科学的リテラシー教育の手法として体系的に考察を行った。
２．研究方法
本研究では、新規な基準で情報の構造化を図ることを目的とした。そこで、新規な構造化基準を
採用するために、以下の事項を検討した。
2―1．日本国民の科学技術に対する理解と意識の醸成に対する政府の取組みについて
2―1―1．科学的リテラシー向上のための取組
成人段階で求められる科学技術に関する知識や能力を明らかにすることは、国民の科学技術に対
する意識の醸成、理数教育の向上に役立つと考えられる。このため、文部科学省国立教育政策研究
所と内閣府日本学術会議の共同プロジェクトとして、科学者・技術者などが広く参画して、科学技
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術リテラシー像（一般的な大人が身に付けておくべき科学技術に関する知識・技術・ものの見方な
どの基礎的素養を分かりやすく文章化したもの）を策定し、また、これを踏まえ、日本学術会議に
おいて、報告「21世紀を豊かに生きるための『科学技術の智』」が取りまとめられた。これらの報告
書の作成には、メディア関係者なども加わっており、科学コミュニケーションのための基礎的知識、
幼稚園から高等教育に至る教育のゴールを具体的に与える指標になることが期待されている???。報
告書では、数理科学、生命科学、物質科学、情報学、宇宙・地球・環境科学、人間科学・社会科学
の６つの専門部会に分けて具体的な教育の目標が示されつつある???。
2―1―2．科学技術理解増進活動の推進
日本科学未来館の整備・運営
科学技術振興機構が運営する「日本科学未来館」は、最先端の科学技術を、参加体験型の展示物
や映像、実験などを用いて、青少年をはじめとする国民一般に分かりやすく紹介する情報発信の拠
点であり、日本の科学館ネットワークの中核として機能するものである。科学未来館では、最新の
科学技術を分かりやすく紹介する展示・解説を行うとともに、講演やイベントの企画などを通じて、
研究者と国民の交流が図られている。また、平成18年度から開始した「科学技術コミュニケーター
研修プログラム」などを通じ、各地域において科学技術の理解増進活動に取り組む人材の育成が行
われている。さらに、得られた成果を全国の科学館などに展開し、全国的な科学技術の理解増進活
動の活性化が図られている???。
地域における科学技術に親しみ、学習する機会の充実
地域において科学技術に親しみ、学習する機会の充実を図るため、科学技術推進機構では、科学
館、大学、地方公共団体、ボランティアなどによる実験教室やイベントの開催、ネットワークの構
築などを支援している。
2―1―3．全国各地への科学技術情報の発信（サイエンスチャンネル）
科学技術振興機構では、科学技術に関するトピックや身近に活用されている科学技術など、青少
年をはじめとする国民一般に科学技術を分かりやすく紹介する番組を制作している。制作した番組
は、国立青少年教育振興機構により「サイエンスチャンネル」として、CS放送、ケーブルテレビな
どを通じ全国に配布されており、インターネットでも提供されている???。また、青少年が科学技術を
分かりやすく体験できる「JSTバーチャル科学館」を、インターネットを通じて提供している???。
2―1―4．科学技術週間
平成20年４月14日～20日に、試験研究機関、地方公共団体などの活動により第49回「科学技術週
間」が実施された。同週間中は、全国各地の関係機関において、施設の一般公開や実験工作教室、
講演会の開催などの各種行事が実施された。文部科学省は、東京・有楽町において科学技術振興機
構との共催によるイベント「科学と音楽の夕べ」を行うとともに、文部科学省情報ひろばラウンジ
などで研究者と一般の人々とがお茶を飲みながら科学技術について気軽に話し合う「サイエンスカ
フェ」を開催した。
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2―1―5．子ども科学技術白書
科学技術振興機構において、子どもたちの科学技術に関する興味・関心を高めるため、その年の
大きな研究成果や話題となった出来事をマンガで分かりやすく解説した「子ども科学技術白書」が
作成された。平成20年度は、「指令！ 地球温暖化を調査せよ」というタイトルで、地球温暖化に関
する科学的内容を小学生向けに分かりやすく解説し、全国の公立小学校、図書館などに無償配布さ
れている。
2―2．科学的リテラシーの定義と習熟度レベルについて
科学的リテラシーという言葉の示す意味についての議論は既になされており、本論文においてそ
の解釈を改めて述べることはしない。本研究では2006年 PISA調査を背景として述べているため、
PISA調査における科学的リテラシーの定義について述べる必要がある。2006年 PISA調査で測定
する科学的リテラシーは、個々人の以下の能力に注目している???。
●疑問を認識し、新しい知識を獲得し、科学的な事象を説明し、科学が関連する諸問題について証
拠に基づいた結論を導き出すための科学的知識とその活用。
●科学の特徴的な諸側面を人間の知識と探求の一形態として理解すること。
●科学とテクノロジーが我々の物質的、知的、文化的環境をいかに形作っているかを認識すること。
●思慮深い一市民として、科学的な考えを持ち、科学が関連する諸問題に、自ら進んで関わること。
また、能力の一つとして、市民としての科学に対する姿勢が挙げられている。清水は、自らが妥
当性を検証したミラーの３構成次元モデルによる文部科学省科学技術政策研究所の調査結果を分析
し、市民の科学的リテラシーの低下が、いわゆる「ゆとり教育」によるものではないこと、義務教
育時代の理科の好き嫌いが、科学学習歴と同程度に、市民の科学的リテラシーに大きく影響してい
ることについて述べている???。
このように、現在調査・報告されている科学的リテラシーには、単なる学術分野の基礎知識のみ
ならず、広義の科学に関する智、そして良識ある一市民としての科学に対する態度が含まれている。
即ち現代においては、科学的思考の重要性と意義が実感でき、科学を学習する目的が実生活の中で
意識できる学習が求められる。
PISA調査における基準により、科学的リテラシー全体、及び、３つの科学的能力の各領域につい
て、得点によって生徒を７つの習熟度レベルに分けられ、これによって生徒がどの習熟度レベルに
どの程度達しているのかは、以下のように示されている。
【習熟度レベル６】
習熟度レベル６の生徒は、次のことができる。
複雑な生活の問題場面において科学の知識と科学についての知識を一貫して認識したり、説明し
たり、応用したりすること。異なる情報源と説明を結び付け、自らの決定を正当化するためにそれ
らの情報源を証拠として用いること。高度な科学的思考と推論を一貫して明瞭に行うこと。遭遇し
たことのない科学的・技術的な問題に対して、その解決を支持するために、自らの科学的理解を用
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いようとすること。個人的、社会的、地球的な問題を中心とした勧告や意思決定を支持するために
科学的知識を用いたり、議論を行ったりすること。
【習熟度レベル５】
習熟度レベル５の生徒は、次のことができる。
複雑な生活場面での科学的構成要素を認識し、科学的概念と科学についての知識を応用すること。
生活場面に応じた適切な科学的証拠を比較し、選び、評価すること。十分に発達した探求能力を用
いて、知識を適切に結び付け、これらの場面に対して批評的な洞察を示すこと。証拠に基づいた説
明や批判的分析に基づいた議論を行うこと。
【習熟度レベル４】
習熟度レベル４の生徒は、次のことができる。
科学あるいは技術の役割についての推論を必要とする現象が関わる問題場面や疑問に効果的に取
り組むこと。科学あるいは技術のさまざまな学問分野から説明を選び、統合し、それらの説明を生
活場面に直接結び付けること。自らの行動を振り返ってみたり、科学的知識と科学的証拠を用いた
意思決定を伝えること。
【習熟度レベル３】
習熟度レベル３の生徒は、次のことができる。
状況に応じて、科学的な疑問を明確に認識すること。現象を説明するために事実や知識を選び、
簡単なモデルや探求の方略を応用すること。異なる領域の科学的概念を解釈し使用するとともに、
それらを直接的に適用すること。事実を用いて短文を作成し、科学的知識に基づいた決定を下すこ
と。
【習熟度レベル２】
習熟度レベル２の生徒は、次のことができる。
身の回りの状況での説明をしたり、簡単な調査に基づいた結論を導いたりするための適切な科学
的知識を持っていること。直接的な推論をしたり、科学的探究や技術的な問題解決の結果を文字通
りに解釈したりすること。
【習熟度レベル１】
習熟度レベル１の生徒は、次のことができる。
限定された状況にのみ結び付いた科学的知識を持っていること。与えられた証拠から直接的な科
学的説明を行うこと。
2―3．科学的リテラシーの習熟度レベルに基づいた情報の重要度ランク
次に、サイエンス・コミュニケーションに関する既往の研究から、サイエンス・コミュニケーショ
ンにおける位置付けを加えた??????????????????。そして、科学的リテラシーの習熟度レベルに対するラ
ンク付けを行い、市民が日常生活における商品選択の情報判断の例に対する位置付けを加えて、以
下のような新規な基準での情報の構造化を図った。
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?ランク C>
科学的リテラシーの習熟度レベルが５以上で理解可能となる情報とする。
消費者が商品を選択する際に、類似の商品との相対的な特徴を示し、商品の付加価値を極めて高
めるための情報である。消費者の顧客候補としての価値を高めるための情報となる。サイエンス・
コミュニケーションにおいては、対象者の理解力が不足していることを前提として行われ、高度な
伝達技術を必要とする教育的なコミュニケーションである。通常のコミュニケーションでは、多く
の場合省略される不必要情報である。
?ランク B>
科学的リテラシーの習熟度レベルが３以上で理解可能となる情報とする。
消費者が商品を選択する際に、商品の特徴を示し、商品の付加価値を高めるための情報である。
消費者の顧客候補としての価値を高めるための情報となる。サイエンス・コミュニケーションにお
いては、対象者の理解力を意識し、計画的に行われる付加的情報のコミュニケーションである。
?ランクA>
科学的リテラシーの習熟度レベルが１以上で理解可能となる情報とする。
消費者が商品を購入した際に、基本的な操作方法など、知っていなければ商品の破壊や、消費者
の危険を伴う情報である。サイエンス・コミュニケーションにおいては、技法を意識しなくても容
易に伝わる、日常的な必要情報のコミュニケーションである。
以上のように作成した科学的リテラシーの習熟度レベルに基づいた情報のランクを、表2―3に示
した。
表2―3 科学的リテラシーの習熟度レベルに基づいた情報のランク
ランク
科学的リテラシー
の習熟度レベル
情報の位置付けと意味
サイエンスコミュニケーション
における位置付け
C ５以上 類似の商品との相対的な特徴を示し、商
品の付加価値を極めて高めるための情
報。消費者の顧客候補としての価値を高
めるための情報。
対象者の理解力が不足している
ことを前提として行われ、高度
な伝達技術を必要とする、教育
的なコミュニケーション。通常
のコミュニケーションでは省略
される。（不必要情報）
B ３以上 商品の特徴を示し、商品の付加価値を高
めるための情報。
対象者の理解力を意識し、計画
的に行われるコミュニケーショ
ン。（付加的情報）
A １以上 基本的な操作方法など、知っていなけれ
ば商品の破壊や、消費者の危険を伴う情
報。商品の基本的な価値を示す情報。
技法を意識しなくても容易に伝
わる、日常的な情報のコミュニ
ケーション。（必要情報）
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３．結 果
3―1．株式会社アクアデザインアマノの制作する情報誌「AQUA JOURNAL（アクアジャーナル）」
について
株式会社アクアデザインアマノは新潟県新潟市西蒲区（旧巻町）漆山にある、水草育成器具の製
造販売、輸出入、水草など生体育成の研究、情報誌月刊アクアジャーナルの編集などを行う企業で
ある。この企業で扱われる製品のひとつである水槽には、１台５千円から25万円以上と極めて幅広
い値段範囲があり、且つ高額商品がある。これらの商品のマーケティング戦略として、同社の出版
するアクアジャーナルという雑誌が用いられていると推察される。情報誌の作成は消費者向けとい
う性格上、一般の市民にあまねく伝わることを強く意識して制作される。それは、テレビ番組であっ
ても当然同じである。しかしながら、最先端の生活機器は極めて先鋭化、専門化しており、その概
要を多くの市民にわかってもらえるように、雑誌にまとめこんでいくのは難しい作業である。この
雑誌では、水槽のレイアウト紹介、企画紹介、取材報告が主な内容であるが、巻末に生体飼育、水
質、など科学技術に関する詳細な資料が多数存在する。この内容は、一般消費者向けという観点で
はややレベルの高いものとなっているが、この雑誌の読者は知識を獲得するに従って、より高い品
質の高額な商品の特性が理解できるようになっている。消費者の商品知識の向上と購買意欲の相関
は、既知の研究であるが、株式会社アクアデザインアマノのアクアジャーナルのように、高いレベ
ルの科学技術情報を扱う情報誌は稀であり、企業のマーケティング戦略から科学的リテラシー教育
活動を見出すことのできる事例として極めて興味深い。以上の理由から、株式会社アクアデザイン
アマノのアクアジャーナルに掲載されている情報を、本研究で作成した科学的リテラシーの習熟度
レベルに基づいた情報のランク別に整理した。
3―2．アクアジャーナルの情報の重要度ランク
評価に用いた株式会社アクアデザインアマノのアクアジャーナルは、平成９年９月５日発行の
Vol.40である???。選定の理由としては、検討した約50冊のアクアジャーナルの中で、各種掲載情報
のバランス・科学的リテラシーが平均的なレベルの内容であるためである。結果を以下に示す。
?ランク C>の情報
我々は濁った水を見たときに、直感的に汚い水であると判断する。しかし、濁りを生じさせ
ている目に見える懸濁物質以外にも、汚れの原因になっている溶存物質もある。COD（化学的
酸素要求量）として測定される水中の溶存有機物や、その分解産物であるアンモニアなどがそ
れである。CODと水の濁りに明確な因果関係はないが、水の汚れの一因であることには間違い
ない。……
これまで述べてきたように、水中の汚濁物質は懸濁物質と溶存物質とに分けられている。懸
濁物質の粒子はマイナスに帯電している場合が多い。また、それぞれの粒子が同じマイナスに
帯電しているため、粒子同士が近づくと反発し合い、水中に分散する。そのため、懸濁物質の
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粒子が沈殿せずに水中を舞い続けることになる。クリアダッシュ（商品名）の分子はプラスに
帯電しているため、マイナスに帯電した懸濁物質の粒子を引き付け、より大きな粒子となって
いく。一方、溶存物質は分子中に親水基という部分を持ち、水と親しくなることで水に溶けて
いる。……（すべて抜粋して転載）
これらの記述は、情報誌のNature Aquarium notes項目の一部である。「COD（化学的酸素要求
量）」「懸濁物質の凝集システム」という中学校理科では取り扱わず、高等学校の化学、生物の理科
課題研究など発展的段階のみで取り扱われる解説が掲載されており、科学的な知識の必要量の点か
ら評価しても一般的にはかなり高度である??????。注目した点は、水中の懸濁物質水の帯電性について
述べ、凝集のメカニズムについて解説している点である。科学的な知識の必要量という点以外にも、
筋道を立ててメカニズムを追跡し、複雑な場面での科学的構成要素を認識し、科学的概念と知識を
応用することが要求されている点から、情報のランクを Cとした。
?ランク B>の情報
水槽をつくり替える際のろ材に関してですが、現在使用しているフィルターが流用できるの
であれば、それを使うに越したことはありません。ろ過微細物が十分に繁殖していれば、それ
だけ水槽の立ち上がりが早くなり、水草の育成上の失敗も少なくなるからです。ただし、長期
間メンテナンスをせずに使用してきたフィルターは目詰まりを起こしている可能性があります
ので、水槽をつくり替える前にろ材を水槽の水で軽くすすぎ、中に溜まっている汚泥やゴミな
どを取り除いてください。……（すべて抜粋して転載）
これらの記述は、情報誌のNature Aquarium Q&A 項目の一部である。科学技術に関する知識
の必要量の点から評価すると、中学校理科程度に留めており、解説しているメカニズムも比較的平
易であるが、状況に応じて科学的な疑問を明確に認識すること、現象を説明するために事実や知識
を選び、簡単なモデルや探求の方略を応用すること、異なる領域の科学的概念を解釈し使用すると
ともに、それらを直接的に適用し科学的知識に基づいた決定を下すことが要求されている点から、
情報のランクを Bとした。
?ランクA>の情報
２、３日雨が降ったあとの快晴パンタナルはロケハンのときよりも増水し、水の透明度も抜
群だ。しかし、一歩川の中に足を踏み込むと、何十年もの間に水底に積もった堆積物やメタン
ガスが一気に吹き上がる。天野は下流側から水中に飛び込んで、超広角レンズを使って、それ
を魚にぶつけるような勢いでシャッターを切っていく。……（すべて抜粋して転載）
これらの記述は、情報誌の本文の一部である。科学技術に関する知識の必要量としては中学校理
科程度に留めており、解説しているメカニズムも平易である。限定された状況にのみ結び付いた科
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学的知識を持っていること。与えられた記述から直接的な科学的説明を行うことが要求されている
点から、情報のランクをAとした。
４．考 察
株式会社アクアデザインアマノのアクアジャーナルの内容は、ランクAからランク Cまでの情報
が段階的且つ目的別に存在している。以上の結果から、この情報誌はすべての市民を情報提供の対
象にしていることが示唆された。また、ランク Cの情報を取り入れていることから、購買意思決定
プロセスにおける情報処理のプロセスにおいて、消費者の科学的リテラシー向上が購買行動までの
強度に影響を与える可能性があると考えられる。購買意思決定は。特定の製品・サービスに対する
必要や欲求を確立することから始まるが、一定時間のなかで処理できる情報は消費者が個々におか
れた科学的リテラシーレベルのなかで、理解可能な製品・技術、それらにかかわる情報は有限であ
るからである。
次に、PISA調査における結果からの７つの習熟度レベル段階で、各評価段階における生徒の割合
を、日本の生徒とOECD平均の値を表4―1に示した。それらの値を本研究における情報のランクに
おける割合として計算し、グラフ4―1に示した。グラフからわかるように、日本の生徒の習熟度レ
ベルは情報ランクの観点では、ランクAまでが12％、ランク Bまでが85％であることがわかる。即
ち、アクアジャーナルの事例でいえば、85％の市民にとって、アクアジャーナルのランク Cの内容
が極めて高度であるが、同時に、それらの市民にとって段階的に科学的リテラシーレベルを向上さ
せる情報源であることを示している。また、15％のランク Cまでの科学的リテラシーを持つ市民に
とっては、商品を選択する際の類似の商品との相対的な特徴を理解し、顧客候補としての自身の価
値が高まる可能性のある情報である。
以上のように、本研究で作成した科学的リテラシーの習熟度レベルに基づいた情報のランク別に、
情報を整理することにより、情報誌やさまざまなメディアから得た情報を、科学的リテラシーの習
熟度、経営戦略におけるマーケティングなどの情報の位置付けという複数の側面から評価できる可
能性が示唆された。そして、消費者の科学的リテラシー決定プロセスと消費者提示情報決定プロセ
スは相関するものと推察される。株式会社アクアデザインアマノのアクアジャーナルのように、高
度な科学技術情報を持つ情報源に対して、本研究のような評価をすることは、科学教育上極めて有
効であった。
表4―1 習熟度レベル別の生徒の割合（科学的リテラシー全体）
レベル １未満 １ ２ ３ ４ ５ ６
日 本 3.2％ 8.9％ 18.5％ 27.5％ 27.0％ 12.4％ 2.6％
OECD平均 5.2％ 14.1％ 24.0％ 27.4％ 20.3％ 7.7％ 1.3％
参考文献：国立教育政策研究所、『生きるための知識と技能 OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2006年度
調査国際結果報告書』、2007
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グラフ4―1 情報の各ランクにおける日本の生徒の割合
５．結 言
科学技術情報を持つ情報源に対する評価方法と、市民の科学的リテラシー向上に関する研究を行
い以下の結論を得た。
●科学的リテラシーの習熟度レベルに基づいた情報のランク表を作成した。
●得た情報を、科学的リテラシーの習熟度、経営戦略におけるマーケティングなどの情報の位置付
けという複数の側面から評価できる可能性が示唆された。
●高度な科学技術情報を持つ情報源に対して、評価をすることの科学教育上の有効性が示された。
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